
 

 

 

 

 

 

 

 気温も高くなって、夏が近づいてきています。季節の変わり目で体調を崩さないよう、体調管理に気を付

けていくようにしましょう。 

 交通安全を語る会に向けて、通学区ごと協力して通学の様子や危険箇所を振り返る姿や、代表委員会での

姿を見て、よりよい内房小にしていこうとする意識が高まっているように感じます。自分たちが内房小を支

えていくという自覚をもって取り組める子が増え、さらに高め合っていけるよう見守っていきます。御家庭

でも、温かな声掛けをよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未来の扉 ６月号 
内房小学校 

第６学年 学年便り 

R３.５.２８ 

【学校教育目標】 

 未来に向かって「かがやけ」内房の子 

 ○か んがえてつたえます ○が んばってやりぬきます ○や さしくします ○け んこうになります 

６月の生活目標 

落ち着いた生活をしよう 

６年生 

「落ち着いて歩こう」 

 梅雨に入り、雨の日も多くなり

ます。そんなときだからこそ、落

ち着いて過ごすことが必要です。

廊下や階段、教室など屋内では歩

いて移動します。 

 また、雨の日の休み時間は教室

で読書をするなどして、心穏やか

に落ち着いて過ごせるようにして

いきます。 

行事予定 

６月の徴収金 

・学年費    ２，０００円 

・給食費    ４，４００円 

・積立金    ２，０００円 

・児童会費      １００円 

・手数料       ２２円 

合計    ８，５２２円 

振替日は７日（月）となります。

通帳の残高を御確認ください。 

6/1 火 朝礼

6/2 水 集団下校14:00

6/3 木 稲子小交流会（③～昼休み）

6/4 金 クラブ2⑥

6/5 土

6/6 日

6/7 月
お話ランド・卒業生１日先生⑤⑥５６年
学校徴収金振替日

6/8 火
ひばり号・ノーメディアデー・家庭読書の日
プール開き②予備日無し

6/9 水 普通３日課  一斉下校11:20

6/10 木 学校司書

6/11 金 学校司書

6/12 土 歯と口の健康ポスター表彰式(福祉会館)14:00

6/13 日

6/14 月

6/15 火

6/16 水 集団下校14:00

6/17 木

6/18 金
授業参観②(1～5年)交通安全を語る会(6年＋下級生
参観)③

6/19 土
子ども健康教室（市医師会館）
親子ふれあいリサイクル活動

6/20 日 県知事選挙(体育館)

6/21 月 お話バイキング

6/22 火
ひばり号・家庭読書の日・学校司書
委員会⑥（7月の活動計画）

6/23 水 集団下校14:00・学校保健委員会⑤・学校司書

6/24 木

6/25 金 クラブ３⑥

6/26 土 親子ふれあいリサイクル活動（予備日）

6/27 日

6/28 月
テスト勉強週間（～7/2）・スクールカウンセラー
来校

6/29 火

6/30 水 集団下校14:00



 

お知らせ 

★プール開きについて ８日（火）２校時 

 全校でプール開きを行います。プール清掃で水着を確認していただ

いたかと思いますが、帽子やゴーグル等のサイズ・名前の御確認よろ

しくお願いします。雨天延期はありません。 

 

 また水泳の期間中は、これまでより細かい健康観察となり、子供で

はなく保護者の記入が必要になります。毎朝お子様の体調を確認し、

記入をお願いします。 

 

★授業参観について １８日（金）２・３校時 

  １～５年生は２時間目に通常の授業参観、６年生は３時間目に交通

安全を語る会を体育館で行います。自分たちの通学区の様子について

それぞれ発表をしますので、ぜひ御参観ください。 

 

★親子リサイクル活動について １９日（土）予備日 2６日（土） 

 今年度１回目のリサイクル活動です。延期の場合は次の週となります。朝早くからの活

動ですが、御協力よろしくお願いいたします。 

 

★家庭科の教材注文について  

 家庭科の学習で、ミシンを使ってナップサックを作ります。注文袋を配布しますので、

１７日（木）までに代金を入れて提出してください。ミシン糸については、白と黒の糸を 

学校で用意します。 

 

 

５月の道徳から 

「小川笙船」という資料から、よりよく生きる喜びについて考えました。腕のいい医者

である笙船は、身分の高い人の診察をするだけでなく、貧しい人からお金を取らずに治療

し、療養所を作ることにも貢献しました。笙船の思いを考え、話し合いました。 

 「お金がないから治療できないのはかわいそう。」「お金よりも命の方が大切。」といっ

た意見から、笙船の温かさを感じられた子もいました。さらに笙船に治療してもらった人

が恩返しをしたことから、人の優しさによって人が救われ、よりよく生きていくことがで

きることにも気付きました。 


